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■概 要
□設立 昭和３６年６月１日
□資本金 １０００万円
□従業員 ６００人
□保有車両 ２００台

■営業種目

□廃棄物収集運搬・処分（一廃・産廃・感染性）
□食品リサイクル（生ごみの肥料化・飼料化）
□ビルピット・浄化槽の清掃・保守点検
□総合ビルメンテナンス
(建物内外の清掃/警備/指定管理者業務)

■営業拠点
□本社： 練馬区三原台２－１－２７
□リサイクルセンター 東京都北区浮間
□営業所： 足立営業所・東総営業所・

北総営業所・東金営業所・八街営業所・
市原営業所・海匝営業所

■関連会社

□第一輸送株式会社 （東京23区家庭ごみ収集運搬)
□株式会社第一工営 （各種ビル清掃業務）

会社案内

環境をテーマとして創業52年 http:www.igarashisyoukai.co.jp
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弊社リサイクルセンターでは、食品残渣をもとに肥料を製造し、100％販売を行っております。

弊社が食品リサイクル法施行にあわせ開設したIGARASHIﾘｻｲ
ｸﾙセンターは、循環型社会の構築を目指し、土壌菌である｢内
城菌」を活用した高温高速処理により、生ごみの肥料化・飼料
化を行っている「再生利用事業者登録施設」です。
そして環境省・農水省の再生利用事業計画認定制度の「リサイ
クルループの完結」を目指しています。

処理の特徴としては、排出事業者の排出場所から廃棄物保管場所、
そして収集運搬、処理まで、リターナブル生ごみ容器を使用すること
により、排出時の袋入れや、館内移動時の灰汁の漏出、収集運搬時
の臭いの撲滅など手間と環境にやさしい工夫がされています。
それだけに、排出場所で投入された生ごみは工場処理槽に入るまで、
人手が介入しませんので、排出事業者様等による分別の徹底が必
要となりますが、こうした徹底指導が、テナント様などの廃棄物取り
扱いの質を向上させます。

処理施設概要
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• 施設面積 約950㎡

• 施設の種類 高速堆肥化処理施設

• プラント名称 IGARASHI EcoTecSystem

• 処理能力 １０．８トン／日

• 処理時間 １５時間／日 (ｸｰﾘﾝｸﾞ２～3時間)

• 環境配慮 保冷車・都市ガス・雨水循環システ
ム

処理施設の立地
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■「廃棄物をリサイクルしよう」ということは簡単なことですが、リサイクルをした製品が、きちんと使われなければ全く
意味がないと考えています。
リサイクルするには、コストがかかります。廃棄物の形が変わっただけでなく、
付加価値が生じないと真のリサイクルとは言えないのです。

■幸いＩＧＡＲＡＳＨＩ資源リサイクルセンターで生産している肥料は有機肥料と
して、全国で全量消費され、発育がいい、実なりがいい、収量が上がった、
連作障害が出ない、などの評価を得ています。

■こうした評価を得ることが出来ましたのは、ラインの清潔度を高めたことや、コンピューターシステムによる自動運
転に頼らずその日その日の生ごみの搬入状況によって、調整剤の配合割合を変えていくといった職人的オペレー
ション等など、いくつかの要因がありますが、最大の要因は、排出事業者様への徹底した分別指導により異物混入
がない廃棄物、特に「学校給食残さ」を主とした搬入受け入れ体制を堅持しているからです。

■また、これからの社会は限られた資源を有効に活用し、「環境」と「経済」の両立できる再資源化ビジネスモデルの
確立を求めています。この方策として、生産された肥料の
販路として、付加価値をつけて市場流通できる「特産品」農
産物ルートの販売促進に力を入れています。

■ ＩＧＡＲＡＳＨＩ資源リサイクルセンターで生産される「練馬の
大地」も練馬区の「特産品」として登録されています。

■また、品質が高いことから「飼料」としての製品化テストを実施し、ひなの生育実証試験な
どを経て、 ｢飼料」としての生産・販売認可も受けました。

山形 福岡

食品リサイクルへのこだわり
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静岡県UM農場茶畑実験
「練馬の大地」を早春に播き、4月下旬の状況。
今季の茶の生育は不作であったがUM農場で
は昨年比200％の増産を達成
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(財)沖縄石垣市公共施設管理公社
石垣サッカー場

B菌(リヴァイブ練馬)を蒔いて３３日目
蒔いたところだけ芝生の生え方が違う
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高付加価値品としての出口

ゴルフ場芝

ネギ/デコポン

コシヒカリ/梨/桃

さくらんぼ/キウイ/ラフランス

水稲稲作

ゴルフ場芝

お茶・みかん
すいか/ねぎ

ネギ/里芋/こんにゃく

ぶどう/いちご

ニラ

練馬大根
学校・保育園菜園
一般家庭菜園

一般野菜

紫蘇

サトウキビ/麩

一般野菜

りんご
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分別精度の向上が必須

外国語での表示の例

イラストを用いた表示の例

廃棄物の再資源化率を高めるためには、分別精度の向上が欠かせません。
弊社では、“わかりやすい＝間違えにくい”表示をテナント様のご意見をき
きながら工夫し、大きなイラストを用いたものを使用しています。
また外国人従業員の方のために4か国語の掲示物も併用しています。
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肥料化
飼料化
以外

再生利用

◆肥料化
◆飼料化

食品廃棄物の状態

不適物の
混入が多い食品残渣

割りばし、
つまようじ、
食器、箸袋、
スプーン、吸殻、
パック入りなど

不適物の
混入が無い食品残渣

□調理残渣
□分別が徹底
している排出
事業者の残渣

食品廃棄物
排出事業者

食品売り場デ
パ
ー
ト

レストラン街

レストラン
調理残渣

ホ
テ
ル

レストラン
食べ残し

飲食店
調理残渣

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

飲食店
食べ残し

社員食堂

調理残渣学
校
給
食

食べ残し

収集運搬の形態 再生利用等の方法

専用保冷車車両により
食品残渣を収集・運搬

使用容器

◆メタンガス
由来の都市ガス

◆電気

パッカー車により
食品残渣を収集・運搬

注）食り法対象外

利用のされ方

当社における食品廃棄物のリサイクルフローの現状
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提言

食品リサイクル法の趣旨である肥料化・飼料化を、強力に推進していただきたい。

■飼料/肥料化よりも、法改正により他の利用法に拡が
っていく感があるが、飼料/肥料化が法の原点であっ
たことを大事にしていただきたい。

■食品循環資源として、再生利用された肥料には、質の
良いもの、悪いものがあるが、付加価値の高い肥料
を作れば、全国からのニーズがあり、日本の農業へ
の貢献ができます。まだまだ肥料化の推進は必要で
す。

提言提言
①①
提言提言
①①
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提言

都市部で良質な肥料として循環させるために、手間をかけて分別を徹底して
もらい、保冷車を使って環境保全に配慮し大事に運搬すると、結果として、
高いコストを排出事業者にご負担いただくこととなり、肥料化以外の再生処
理による価格帯とは勝負ができないのが現状です。食品リサイクル法の目
的にあります「食品循環資源の再生利用のための措置」を適切に講じてい
ただくこと、具体的には飼料化、肥料化事業が食品関連事業者からの排出
先としてより選択される制度、特に都市部での肥料化に対する促進策の検
討をお願いします。

■食品リサイクル法の趣旨をよく理解し、食品廃棄物の分別を徹底し、肥料化へ
の取り組みに傾注している排出事業者への表彰やシンボルマーク使用の許可
などの検討
■専用容器や保冷車による運搬など、良質な肥料原料を確保するための収集運
搬方式に対しての助成のあり方検討

提言提言
②②
提言提言
②②

分別 収集 運搬 コスト

不適物の混入
あると否

専用容器 保冷車 髙

不適物の混入
あっても可

ビニール袋 パッカー車 低
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提言

学校給食や医療食は、運営を外部の事業者が担っている場合でも、医療や
教育と一体不可分の行為とみなされる場合は、食品リサイクル法の対象と
ならない、また法の対象となるか否かは、給食の提供が、法令に書かれて
いる「小売」や「飲食業」とみなされるような形態かどうかで判断されるようで
すが、法第二条の「食品廃棄物」の定義に合致するのですから、対象として
いただきたい。

提言提言
③③
提言提言
③③

食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律
（平成十二年六月七日法律第百十六号）
（定義）第二条
略
2 この法律において「食品廃棄物等」とは、次に掲げる
物品をいう。

一 食品が食用に供された後に、又は食用に供されずに
廃棄されたもの

二 食品の製造、加工又は調理の過程において副次的に
得られた物品のうち食用に供することができないもの

3 この法律において「食品循環資源」とは、食品廃棄物等の
うち有用なものをいう。
4 この法律において「食品関連事業者」とは、次に掲げる者
をいう。
一 食品の製造、加工、卸売又は小売を業として行う者
二 飲食店業その他食事の提供を伴う事業として政令で
定めるものを行う者

■学校給食や医療食の食べ残しや
調理残渣は、肥料原料としての
質が高い。
・栄養士が介入しており塩分など
調整されている。
・吸殻や箸、爪楊枝などの混入
機会が少ない。

■食品関連事業者の範囲が広がり、
処理量が多くなり、収集運搬・処
理にかかる固定費が吸収される。
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